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The study aimed at improving the thermal environment of an eco-house by measurement investigation and the 
simulation. A form change of the Koganei eco-house was made by the simulation based on the measured 
value, and the improvement was proposed.  
















































































































































最小面 -3,000 -3,000 -1,600 









 X Y Z 総メッシュ数 
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温度 T１の高温熱源から Q１の熱を奪い，温度 T２の低温
熱源に Q２の熱を捨て，外部に W＝Q１－Q２ 
の仕事をする熱機関を考えると，熱効率ηは 
      η＝W/Q１＝１－Q１/Q２       （１） 
である。カルノーサイクルより，熱効率の最大は可逆な
熱機関において成り立ち， 







Q１/T１ ‹  Q２/T２ 
となるため，可逆でない過程においてエントロピーは増
大する傾向にある。エントロピーの増加量を⊿S とした
場合，アネルギー＝T⊿Sとなる。つまり， 
エクセルギー＝Q－T⊿S 
となり，エントロピーの増加量と逆に比例する。断熱空
間においてエンタルピーの変化は必ず増加するため，エ
クセルギーは常に減少する。[１] 
 例えば，４０W 蛍光灯においてエネルギーとエクセル
ギーの変化を見てみると図１４・図１５となる。エネル
ギーの概念のもとに考えてみると，４０[W]の電気の入力
に対し，出力が光として９[W]と熱として３１[W]となり，
合計４０[W]となる。エネルギーの概念でみると蛍光灯は
ランプではなくヒーターの役割をしていると言える。し
かしエクセルギーの概念で考えると，４０[W]のエクセル
ギーの入力に対し，出力は光エクセルギーとして７[W] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と熱エクセルギーとして４[W]となり，残りの２９[W]は 
エネルギーの変換過程において消費されたエクセルギー
となる。そのため，エクセルギーの概念からすれば蛍光
灯はランプとして役割を果たしている。つまり蛍光灯は
エクセルギーを消費することで役割を果たしている。こ
れは生活における全ての機器設備に言えることであり，
機器設備を利用することで，エネルギーとは異なりエク
セルギーは減少していくことがわかる。[５] 
 そのため，この先生活するうえで省エネルギーではな
く「省エクセルギー」という考え方がこれからは必要で
あると考える。 
 
 
 
 
 
 
図１４ 蛍光灯のエネルギー収支[４] 
 
 
 
 
 
 
図１５ 蛍光灯のエクセルギー収支[４] 
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